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1　は　じ　め　に
出血性敗血症は莢膜抗原型 B

または Eの Pasteurella multoci-

daの感染により起こる急性敗血
症性の疾病であり，家畜（法定）
伝染病に指定されている（対象家
畜：牛，めん羊，山羊，豚，水牛，
イノシシ，鹿）．海外ではアジア，

アフリカを中心に現在も発生が続いている疾病だが，日
本国内においては 1920～1930年代に輸入牛を主とし
た報告がいくつかあるのみで現在は発生がないことか
ら，国内の獣医師にはなじみのない疾病と言える．本稿
では，本病の原因菌，特徴，発生状況，診断法，対策に
ついて解説する．

2　病　　原　　体
出血性敗血症の原因となる P. multocidaはグラム陰
性通性嫌気性の球桿菌または短桿菌である．血液寒天培
地によく発育し，マッコンキー培地には発育しない．カ
タラーゼ，オキシダーゼ，インドール反応，硫化水素産
生が陽性，ウレアーゼ陰性で硝酸塩を還元し，ブドウ
糖を発酵分解する．溶血性は示さない．
本病を起こすのは主として Carterの型別法による莢
膜抗原型 B及び E，Heddlestonの型別法による菌体抗
原型 2及び 2,5の株である．また現在ではあまり行われ
ていないが Namiokaの型別法による菌体抗原型は 6型
で あ る（Carter-Heddleston の 型 別 で は B:2，E:2，
Carter-Namiokaの型別では 6:B，6:Eのように表記す
る）．牛・水牛では血清型 B:2，E:2型が主であり，野生
反芻獣では B:2,5型が多い［1］．また，まれではあるが
B:3,4，A:1，A:3，A:3,4型による類似疾病の報告がある
［1-4］．これらの類似疾病は出血性敗血症と臨床的には
区別できず，報告者によって「出血性敗血症」とされる
場合もあれば「敗血症性パスツレラ症（septicemic 

pasteurellosis）」と呼ばれる場合もある［5］．実験感

染において一貫して本病の再現ができるのは B:2，E:2

型であり，その他の型については情報がないか，一貫し
た再現ができないとされている［1］．

3　宿主・症状・病態
牛，水牛での発生が多く，水牛は牛より感受性が高い．
めん羊，山羊，豚のほか，鹿，ヤク，ラクダ，馬，ゾウ
等でも類似疾病が認められる［1, 5］．
数日の潜伏期間の後に発症し，甚急性または急性の経
過をたどる．甚急性例では明確な症状を示さないうちに
突然死亡する．発症から死亡までの経過はおおむね数時
間～2日間程度である．高熱（41～42℃），呼吸困難，
浮腫が特徴で，反芻の停止，流涎，流涙，鼻汁などもみ
られる．下顎や頸側などに腫脹がみられ，浮腫は咽喉頭，
耳下腺から胸部に及ぶこともある．発咳，呼吸促迫に続
き呼吸困難となると横臥し，やがて体温が低下して死亡
する［6］．亜急性例でも病変は胸部領域に限定される．
発症した動物の致死率は高く，非流行地においては早期
の治療が行われなければ 100％近くになることもある
［1］．
病理学的には，甚急性例では顕著な所見は認められな
い．急性例では下顎，頸部，胸前の皮下に膠様浸潤（ゼ
ラチン様物質の浸潤）が認められる．胃腸の漿膜・粘膜
面や心膜などに広範な点状の充出血がみられる．経過が
比較的長い亜急性例では肺の充血，浮腫，線維素性心外
膜炎がみられる．類症鑑別としては，血液がタール様で
ないことにより炭疽と，筋肉病変の相違により気腫疽や
悪性水腫と見分けることが可能である［6］．
感染経路は経気道または経口である．発症牛との直接
接触のほか，本菌で汚染した敷料や床，牧草，また感染
牛が飲水した水，川，溜池といった環境を介して間接的
に伝播することもある．原因菌は乾燥や日光に弱いた
め，乾いた土壌などの環境では長期間生存できないが，
感染動物の分泌物や血液中，あるいは高湿度の環境下で
は数日間にわたって生残する［1, 6］．
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発生は年間を通してみられるが，熱帯地域では特に乾
季の終わりから雨季の始めに多発する．これは本病の発
症に環境や宿主の健康状態などの条件が影響するためと
考えられる．良質な牧草が不足し栄養状態が不良となり
やすいこと，雨季の始めに水田耕作に使役されるため家
畜の移動や疲労があること，高湿度な環境で汚染された
水などを介して感染が起こりやすいことなどが誘因とな
る［1, 7］．
全年齢で感染を起こすが，流行地では 6～24カ月齢
の動物の感染が一般的である［1］．流行時における未発
症の牛，まれに存在する発症したが死亡せず耐過した牛
は保菌動物となる．流行地では健康にみえる牛の数％～
44.3％が上部気道（鼻咽頭部）に本菌を保有するとの報
告もある［1, 7］．保菌動物においては主に扁桃に菌が
局在することが実験的にも示されており，これが環境条
件の悪化等によるストレス下で増殖し排菌あるいは発症
し，新たな感染源となる［1, 7］．感染動物は発症時に
多量の菌を排出するため，少数個体での発生からきわめ
て迅速に集団発生に至る．罹患率は 30～60％といわれ，
群内の流行は通常急速で長くは続かず，多くは 15日未
満で終息するとされる［1, 7］．

4　発　生　状　況
家畜においては 2010年代以降，アジア，中近東，ア

フリカで発生報告があるが，日本，オセアニア，北米で
は現在発生していない．欧州，中南米諸国では散発的に
少数の発生がみられる（図 1）．主な発生家畜は牛・水
牛である．国際獣疫事務局（World Organization for 

Animal Health：WOAH）のデータによれば，全世界
の家畜における公式発生頭数は 2012年頃までは 10万
頭前後に達することもあったが，近年は年間 2万頭程度
となっており，特にアジア地域での発生が大幅に減少し
ている［8, 9］（図 2）．
血清型はかつてアジア地域では B型，アフリカでは

E型が主流で中近東や北アフリカでは両型がみられると
されていたが，アフリカでも B型による発生が増加し
ている．欧州での散発的な事例も B型が多い［5］．B:2

及び E:2以外の血清型は，北米，欧州，オーストラリア
等の出血性敗血症が存在しないとされている国も含め
て，野生動物の類似疾病からの分離報告が複数存在する
［5］．

（1）アジア・中東・アフリカ
本病の最古の記録は東南アジア地域にある［1］．現在
の発生が最も多いのも同地域であり，公式の発生報告数
（2005～2024年）が最も多いのはベトナムである［8］．
東南アジア，南アジアでは牛と並んで水牛での発生が多
く，また豚での発生も多い［8］．野生動物では 2015年，

カザフスタンで絶滅危惧種であるサイガカモシカ
（Saiga tetarica）において B型株による大規模な集団
発生があり，当時生息していた全個体数の 2/3以上に
達する 20万頭以上が死亡している．この流行には他の
病原体の明確な関与は確認されておらず，気候変動によ
る気温上昇などの影響もあると考えられている［10］．
アフリカにおける公式の発生報告数（2005～2024年）
が最も多いのはエチオピアである．アフリカから中東に
かけてはラクダでの発生も多く，ほかに山羊，めん羊で
も発生している［8］．野生動物では 2013年にインドの
アジアゾウにおける発生が報告されている［11］．また
2020年にはジンバブエで B型の P. multocidaに近縁の
菌種による類似疾病の報告がある［12］．2009年にはニ
ジェールでミンクにおいて多数の発生があったようだ
が，これに関する詳細な公表情報は見当たらない［8］．

（2）北米・中南米
北米での発生は散発的だが，いくつか集団発生の報告
がある．1969年にニュージャージー州の乳牛で［1］，
1993年にカリフォルニア州の肉用牛（B:2型）で集団
発生が報告されている［3］．カナダでは 1993年に子牛
での集団発生（B:3,4型）の報告がある［3］．野生動物
においては米国で 1965～67年に国立公園のバイソン
（B:3,4型）［1, 3］での発生の記録があるほか，エルク（ヘ
ラジカ）（B:3,4型），アンテロープ（レイヨウ）（B:1型）
などの鹿における散発的な類似疾病の発生が報告されて
いる［1, 13］．
中南米では 2000年代以降，パナマ，コロンビア，エ
クアドル等から報告があるが散発的な発生のようである
［5］．

（3）欧州・オセアニア
欧州での発生は散発的である．本病は温暖・湿潤な地
域での発生が多く，欧州では主に南欧でみられるものと
されていたが［1, 5］，寒冷な北欧でも 1990年代頃まで
発生の記録がある［9］．ロシアでも 2000年代半ば頃ま
では年間数千頭の発生があったが，以降はみられなく
なっている［9］．

2010以降，ドイツ，ハンガリー，セルビア，ラトビア，
スペイン，ポルトガルで家畜における発生が報告されて
いる［5, 8］．スペインでは 2010年前後に放牧豚やイノ
シシでの B型株による発生報告があり［14, 15］，2015

年には初めて牛での症例が報告されている［16］．感染
経路は不明であるが，いずれも野生動物との接触や水源
の共有が関係しているのではないかと考察されている．
ハンガリーでは 2013年に豚［17］，2016年に牛［18］
で B:2型による発生が報告されており，こちらも野生動
物が感染源として疑われている．ドイツでは 2010年頃
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から散発的な発生があり，2019年には B型株による牛
での事例が報告された．これらの事例には放牧牛である
ことと気温の高い時期であることが共通しており，やは
り感染源としては野生動物が，また気象条件の影響も疑
われている［19］．
野生動物ではダマジカにおける類似疾病の散発例が多

く，1970～80年代に英国（B:3,4型）［2］，1990年代
にデンマーク（B:3,4型）［20］，2010年代にドイツ［19］，
イタリア［8］，2020年にはハンガリー（B:2型）［21］
での発生が記録されている．集団によっては健康な鹿に
おいても高い割合で保菌されていることがあり，これが
散発的な流行の原因となっていると考えられている［20］．

AA

BB

図 1　出血性敗血症の発生状況（家畜及び野生動物）
A：2005～2014年　　B：2015～2024年

2005～2024年に国際獣疫事務局（WOAH）に報告された発生状況報告を基にWorld 
Animal Health Information System（WAHIS）（https://wahis.woah.org/#/home）にて
作成

情報なし　　　 発生なし　　　 疑いあり　　　 発生あり
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出血性敗血症を引き起こす型の株はオセアニアでは流
行していないと考えられているが，過去には本病の症
状を示さない牛から B型（B:3,4型）の菌が分離されて
いる［2, 22］．また 1989年，オーストラリアのダマジ
カで A:3,4型による類似疾病［23］の報告があるが，以
降は報告がない．

（4）日 本 国 内
日本ではかつて牛における本病は「野獣牛疫」または

「野獣疫」と呼ばれていた．家畜伝染病予防法における
家畜伝染病に指定された 1951年（昭和 26年）からは，
豚も対象に含めた「出血性敗血症」の名称が使われてい
る．公式な記録（家畜衛生統計）においては 1951年以
降，出血性敗血症の発生は 1例も報告がない．それ以前
については正式な統計がなく正確な発生数や初出の時期
は不明だが，少なくとも現在参照できる資料の範囲で
は，国内での大規模な発生や広範囲な蔓延の記録は見当
たらない．
農耕用に加えて食用としても牛の需要が高まり生体輸
入が盛んに行われていた大正～昭和初期（1920～30年

代）には輸入元である朝鮮半島や台湾で本病が発生して
おり，内地においても輸入牛での散発的な発生があった
［24］．輸入牛以外での発生例の記録は乏しく，明治～
昭和初期に岡山県北部の和牛で繰り返し発生していた
「野獣牛疫」様の疾病に着目し，1934年（大正 9年）の
発生例を詳細に解析した文献［25］が，国内の本病発
生例についての唯一の詳細な報告と考えられる．

5　診　　断　　法
急性経過を取るため血清学的な診断（抗体検査）は実
用的ではなく，原因菌の確認による診断が基本となる．

（1）菌　分　離
末期の動物の血液または実質臓器で塗抹標本を作り，
メチレンブルー染色あるいはギムザ染色して鏡検する
と，菌体の両端が濃く染まる両端染色性の球桿菌または
短桿菌が認められる．これらの材料を血液寒天培地で培
養すると菌の発育がみられる．呼吸器病からよく分離さ
れる A型の P. multocidaはムコイド状の湿潤で大きな
コロニーを形成し融合して不定形を示すが，本病の原因

図 2　出血性敗血症の発生報告頭数（家畜）の推移
1996～2024年にWOAHに報告された発生報告を基に作成
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となる B及び E型菌のコロニーは光沢のある白色～灰
白色半透明，円形で，A型菌のコロニーよりも小さい
（図 3）．死後時間の経過した検体など汚染の激しい検体
からの培養では材料を乳剤としマウスに接種して分離す
る方法もあるが，動物福祉の観点から可能な限り避ける
べきであり，市販の選択培地を利用することが望まし
い．分離した菌を生化学的性状検査や菌種特異的 PCR

［26］等の遺伝子検査で同定する．

（2）血 清 型 別
莢膜抗原型は間接赤血球凝集反応［27］または莢膜
合成遺伝子を標的としたマルチプレックス PCR法［26］
で A，B，D，E，Fの 5つの型に型別が可能である．
Heddlestonの菌体抗原型は寒天ゲル内沈降反応で 16

の型に型別できる［28］．また，リポ多糖（LPS）合成
遺伝子を標的としたマルチプレックス PCR法により，
Heddlestonの菌体抗原型と対応する 8つの LPS遺伝子
型（L1～8）に型別することができる［29］．出血性敗
血症を起こす Heddlestonの 2型及び 5型は LPS遺伝
子型では L2型に相当する．牛の呼吸器病で一般的にみ
られる Heddleston 3型及び 4型は LPS遺伝子型では
L3型となる．

6　対　　　　　策
（1）治　　　療
抗菌剤による治療が試みられる場合もあるが，本病は
甚急性または急性経過を取り死に至ることが多いため，
ほとんどの場合治療は困難である．日本においては家畜
伝染病予防法で患畜の殺処分が義務付けられており，治

療は行われない．

（2）予　　　防
日本においては現在発生がないため，厳重な動物検疫
が防除対策としては最も重要である．
本病の予防にはワクチン接種が有効で，発生地域では
その地で流行している血清型の死菌を用いた不活化ワク
チンが使用されている．バクテリンにカリミョウバンを
加えたミョウバン沈殿ワクチンはアジア，アフリカで，
水酸化アルミニウムゲルワクチンはタイ，ラオスで使用
されている［30］．これらのワクチンの防御免疫持続期
間は 4～6カ月程度である．オイルアジュバントワクチ
ンは免疫応答が優れており持続期間が 1年程度と長いた
め，多くの国でこれに移行する傾向があるが［31］，粘
度が高く接種部位の腫脹や膿瘍が観察されるなどの問題
もあり，改良が進められている［30, 31］．1980年代の
終わりにはダマジカ由来の弱毒株（B:3,4型）の生ワク
チンとしての利用がミャンマーにおいて検討された．鼻
腔内噴霧による接種で感染防御効果を示し，B:2型に対
する防御効果も示唆されていたが，若齢個体に対して病
原性を示す可能性，散発的流行の発生への関与などの問
題があり，その他の国では使用されていない［31］．こ
のほか，サブユニットワクチンやさまざまな菌体表面タ
ンパク質を用いた組換えワクチンの開発が試みられてお
り［30, 32］，今後も新たな抗原やアジュバントを用い
たより効果的なワクチンの開発が期待される．
ワクチン接種は流行リスクの高い雨季の前に行うのが
効果的である．流行を防ぐには集団の 70～80％以上の
個体にワクチン接種を行う必要があるとされ，確実に 

図 3　寒天培地上に発育した P. multocidaのコロニー
A：A型株　　B：B型株

AA BB
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接種がなされている農場では発生が抑えられる．しかし
ながら東南アジア等の流行地域では小規模な農家が多
く，また広い区域で家畜を管理する飼養形態となってい
るなどの背景から，そのような徹底したワクチン接種が
難しいこともあり，発生を完全に抑えこむことはできて
いないのが現状である．流行発生時には迅速に不活化ワ
クチン接種を行い，その後オイルアジュバントワクチン
でリングワクチネーションを行う，という方法がとられ
ることが多い［31, 32］．

7　お　わ　り　に
出血性敗血症は現在日本での発生はなく，欧州でみら
れるような野生動物による持ち込みの可能性も低いこと
から，十分な動物検疫が行われている限り国内での発生
リスクは低いものと考えられる．
一方で特に家畜としての牛や水牛の数が多く重要度も
高いアジアの流行地においては，かつてより減少してい
るとはいえ，現在も発生が続き大きな経済的損失をもた
らしている疾病である．上記のように有効なワクチンは
あるものの，農場での接種の徹底が難しいことが課題と
なっており，より効果が高く持続期間の長いワクチンの
開発，ワクチン接種率向上のための体制強化が引き続き
求められている．
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